
(57)【要約】

【課題】つま先部が二股構造を成し、踵の保持性・フィ

ット性の調整及び、多少のサイズ感の調整が可能なシュ

ーズ構造と緊締方式を有する靴を提供する。

【解決手段】二股構造の趾股部を形成するシューズであ

り、甲被構造において、趾股部から中足骨近傍迄は縫合

一体と成り、その位置から履き口に向かって二分割を成

し、分割部の甲被は外側部に向かって突出する突出部と

、内側部に向かって突出する突出部とを有し、内甲側の

突出部は足首をくるむように配置され、その上に外甲側

の突出部を重ね、緊締方式は、緊締用紐が趾股部の付根

を基点として、甲部両側面の下側周縁部の紐通し部材を

通り、踵部の紐通し部材を通り交差し、更に履き口部の

紐通し部材を通り、シューズの足甲部で交差し、甲部両

側面の相手側の下側周縁部を通った緊締用紐を跨いで折

り返し、シューズの足甲部前方で緊締可能になっている

ことを特徴とするシューズ。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
靴 底 か ら 甲 部 に か け て 第 一 足 趾 と そ の 他 の 足 趾 と の 間 の 趾 股 部 を 形 成 す る シ ュ ー ズ で あ っ
て 、 趾 股 部 の 付 根 、 甲 部 両 側 面 の 下 側 周 縁 部 、 踵 部 及 び 履 き 口 部 の そ れ ぞ れ に 緊 締 用 紐 通
し 部 材 が 配 置 さ れ 、 緊 締 用 紐 が 趾 股 部 の 付 根 に 配 置 さ れ た 紐 通 し 部 材 を 基 点 と し て 、 甲 部
両 側 面 の 下 側 周 縁 部 に 間 隔 を 隔 て て 配 置 さ れ た 紐 通 し 部 材 を 通 り 、 更 に 踵 部 に 配 置 さ れ た
紐 通 し 部 材 を 通 り 交 差 し 、 更 に 履 き 口 部 に 間 隔 を 隔 て て 配 置 さ れ た 紐 通 し 部 材 を 通 り 、 シ
ュ ー ズ の 足 甲 部 で 交 差 し 、 甲 部 両 側 面 の 相 手 側 の 下 側 周 縁 部 を 通 っ た 緊 締 用 紐 を 跨 い で 又
は 潜 っ て 折 り 返 し 、 シ ュ ー ズ の 足 甲 部 前 方 で 緊 締 可 能 に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る シ ュ
ー ズ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 緊 締 用 紐 の 紐 通 し 部 材 の 位 置 が 、 趾 股 部 の 付 根 位 置 に 相 当 す る 位 置 に 、 内 甲 側 の 下 側
周 縁 部 に お い て は 母 趾 球 部 近 傍 位 置 か ら 踵 骨 の 土 踏 ま ず 寄 り の 位 置 に 相 当 す る 位 置 に 、 外
甲 側 の 下 側 周 縁 部 に お い て は 小 趾 球 部 近 傍 位 置 か ら 踵 骨 土 踏 ま ず 寄 り の 位 置 に 相 当 す る 位
置 に 、 踵 部 に お い て は 踵 骨 の 外 側 突 起 上 部 近 傍 位 置 に 相 当 す る 位 置 に 、 履 き 口 部 に お い て
は 装 着 後 に 踝 を 包 む よ う な 位 置 に 相 当 す る 位 置 に 配 置 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の シ ュ ー ズ 。
【 請 求 項 ３ 】
甲 部 の 甲 被 構 造 に お い て 、 趾 股 部 の 付 根 か ら 中 足 骨 近 傍 迄 の 部 分 は 縫 合 一 体 と 成 り 、 そ の
位 置 か ら 履 き 口 に 向 か っ て 二 分 割 を 成 し 、 分 割 部 の 甲 被 は 内 側 部 か ら 外 側 部 に 向 か っ て 突
出 す る 内 甲 側 の 甲 被 突 出 部 と 、 外 側 部 か ら 内 側 部 に 向 か っ て 突 出 す る 外 甲 側 の 甲 被 突 出 部
と を 有 し 、 内 甲 側 の 甲 被 突 出 部 は 足 首 を く る む よ う に 配 置 さ れ 、 そ の 上 に 外 甲 側 の 甲 被 突
出 部 を 重 ね る こ と を 特 徴 と す る 甲 被 構 造 を 有 す る 請 求 項 １ 及 び ２ に 記 載 の シ ュ ー ズ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 緊 締 用 紐 が 適 度 の 伸 縮 性 を 有 す る 紐 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ３ に 記 載 の
シ ュ ー ズ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は シ ュ ー ズ 、 特 に 陸 上 競 技 用 二 股 シ ュ ー ズ の 構 造 及 び 緊 締 方 式 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
古 来 よ り 鼻 緒 付 き 履 物 は 足 の 親 指 の 接 地 力 が 強 く 、 地 面 の 把 持 性 に 優 れ て い る の で 地 下 タ
ビ と し て 農 作 業 や 、 身 体 の 微 妙 な バ ラ ン ス を 要 求 さ れ る 高 所 で 作 業 を す る 「 鳶 職 」 、 「 大
工 職 」 の 人 々 に 利 用 さ れ て き て い る 。
又 、 陸 上 競 技 の 練 習 用 と し て 通 常 の ス ニ ー カ ー タ イ プ の 靴 で 、 つ ま 先 部 を 二 股 に し た も の
が 市 販 さ れ 、 利 用 す る 人 が い る が 、 本 格 的 に 二 股 シ ュ ー ズ を 競 技 に 使 用 し て い る 人 は 見 か
け な い 。 そ れ は 二 股 シ ュ ー ズ の 甲 部 構 造 、 軽 量 化 、 美 的 外 観 、 緊 締 手 段 等 に 格 別 の 考 慮 が
払 わ れ て い な い た め で あ る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
又 、 外 観 は 一 般 の ス ポ ー ツ シ ュ ー ズ で シ ュ ー ズ の つ ま 先 部 分 を 二 股 に し た シ ュ ー ズ が 開 示
さ れ て い る 。 こ れ は 靴 底 部 分 及 び 甲 被 外 観 は 一 般 の シ ュ ー ズ と 同 じ で 靴 内 部 で 足 袋 状 に 形
成 さ れ 、 足 の 親 指 と 、 他 の ４ 指 と を 別 々 に 包 む 甲 裏 布 を 甲 被 お よ び 底 布 に 縫 着 し た も の で
あ る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
（ 特 許 文 献 １ ） 　 実 開 平 ６ － ８ ４ ９ ０ ２ 号 公 報
（ 特 許 文 献 ２ ） 　 実 開 平 ２ － １ ０ ７ ３ ０ ５ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
特 許 文 献 １ 及 び ２ の 靴 に お い て 、 緊 締 手 段 は 従 来 の 足 甲 部 位 置 に お け る 靴 紐 に よ る 通 常 の
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緊 締 方 法 が 用 い ら れ て い る 。 こ の 方 法 で は 踵 の 保 持 性 ・ フ イ ッ ト 性 の 調 整 が で き な い 。 又
、 多 少 の サ イ ズ 感 の 調 節 も 無 理 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
特 許 文 献 ２ に あ っ て は 、 靴 底 が 二 股 に 成 っ て お ら ず 、 踏 み 込 む 力 が 最 も 強 い 親 指 の 地 面 へ
の 力 の 伝 播 が 、 靴 底 二 股 方 式 に 比 べ て 足 の 親 指 と 他 の ４ 指 と の 共 通 底 に よ る 干 渉 を 受 け 減
少 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 、 甲 部 構 造 と 緊 締 手 段 を 鋭 意 研 究 し 、 足 の 親 指 の 踏 み 込 み 力 が 発 揮 さ れ る 地 下 タ
ビ の つ ま 先 部 の 二 股 構 造 を 成 し 、 踵 部 か ら 土 踏 ま ず 部 分 に 掛 け て の フ ィ ッ ト 性 と 安 定 性 に
優 れ 、 踵 の 保 持 性 ・ フ ィ ッ ト 性 の 調 整 及 び 、 多 少 の サ イ ズ 感 の 調 整 が 可 能 な シ ュ ー ズ 構 造
と 緊 締 方 式 を 有 す る 靴 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 靴 底 か ら 甲 部 に か け て 第 一 足 趾 と そ の 他 の 足 趾 と の 間 の 趾 股 部 を 形 成 す る シ ュ
ー ズ で あ っ て 、 趾 股 部 の 付 根 、 甲 部 両 側 面 の 下 側 周 縁 部 、 踵 部 及 び 履 き 口 部 の そ れ ぞ れ に
緊 締 用 紐 通 し 部 材 が 配 置 さ れ 、 緊 締 用 紐 が 趾 股 部 の 付 根 に 配 置 さ れ た 紐 通 し 部 材 を 基 点 と
し て 、 甲 部 両 側 面 の 下 側 周 縁 部 に 間 隔 を 隔 て て 配 置 さ れ た 紐 通 し 部 材 を 通 り 、 更 に 踵 部 に
配 置 さ れ た 紐 通 し 部 材 を 通 り 交 差 し 、 更 に 履 き 口 部 に 間 隔 を 隔 て て 配 置 さ れ た 紐 通 し 部 材
を 通 り 、 シ ュ ー ズ の 足 甲 部 で 交 差 し 、 甲 部 両 側 面 の 相 手 側 の 下 側 周 縁 部 を 通 っ た 緊 締 用 紐
を 跨 い で 又 は 潜 っ て 折 り 返 し 、 シ ュ ー ズ の 足 甲 部 前 方 で 緊 締 可 能 に な っ て い る こ と を 特 徴
と す る シ ュ ー ズ で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ２ の 発 明 は 、 前 記 緊 締 用 紐 の 紐 通 し 部 材 の 位 置 が 、 趾 股 部 の 付 根 位 置 に 相 当 す る 位
置 に 、 内 甲 側 の 下 側 周 縁 部 に お い て は 母 趾 球 部 近 傍 位 置 か ら 踵 骨 の 土 踏 ま ず 寄 り の 位 置 に
相 当 す る 位 置 に 、 外 甲 側 の 下 側 周 縁 部 に お い て は 小 趾 球 部 近 傍 位 置 か ら 踵 骨 土 踏 ま ず 寄 り
の 位 置 に 相 当 す る 位 置 に 、 踵 部 に お い て は 踵 骨 の 外 側 突 起 上 部 近 傍 位 置 に 相 当 す る 位 置 に
、 履 き 口 部 に お い て は 装 着 後 に 踝 を 包 む よ う な 位 置 に 相 当 す る 位 置 に 配 置 さ れ て い る 、 こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の シ ュ ー ズ で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 甲 部 の 甲 被 構 造 に お い て 、 趾 股 部 の 付 根 か ら 中 足 骨 近 傍 迄 の 部 分 は 縫
合 一 体 と 成 り 、 そ の 位 置 か ら 履 き 口 に 向 か っ て 二 分 割 を 成 し 、 分 割 部 の 甲 被 は 内 側 部 か ら
外 側 部 に 向 か っ て 突 出 す る 内 甲 側 の 甲 被 突 出 部 と 、 外 側 部 か ら 内 側 部 に 向 か っ て 突 出 す る
外 甲 側 の 甲 被 突 出 部 と を 有 し 、 内 甲 側 の 甲 被 突 出 部 は 足 首 を く る む よ う に 配 置 さ れ 、 そ の
上 に 外 甲 側 の 甲 被 突 出 部 を 重 ね る こ と を 特 徴 と す る 甲 被 構 造 を 有 す る 請 求 項 １ 及 び ２ に 記
載 の シ ュ ー ズ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ４ の 発 明 は 、 前 記 緊 締 用 紐 が 適 度 の 伸 縮 性 を 有 す る 紐 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 乃 至 ３ に 記 載 の シ ュ ー ズ で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 は 、 靴 底 及 び 甲 部 の 第 一 足 趾 と そ の 他 の 足 趾 と の 間 の 趾 股 部 を 二 股 に 形 成 し 、 足 の
親 指 の 踏 み 込 み 力 が 発 揮 さ れ る 構 造 と し 、 趾 股 部 の 付 根 、 甲 部 両 側 面 の 下 側 周 縁 部 、 踵 部
及 び 履 き 口 部 そ れ ぞ れ に に 掛 け て 緊 締 用 紐 通 し 部 材 を 配 置 し 、 緊 締 用 紐 を 趾 股 部 の 付 根 位
置 に 配 置 さ れ た 紐 通 し 部 材 を 基 点 と し て 、 甲 部 両 側 面 の 下 側 周 縁 部 に 間 隔 を 隔 て て 配 置 さ
れ た 紐 通 し 部 材 を 通 り 、 更 に 踵 部 に 配 置 さ れ た 紐 通 し 部 材 を 通 り 交 差 し 、 更 に 履 き 口 部 に
間 隔 を 隔 て て 配 置 さ れ た 紐 通 し 部 材 を 通 り 、 シ ュ ー ズ の 足 甲 部 で 交 差 し 、 甲 部 両 側 面 の 相
手 側 の 下 側 周 縁 部 を 通 っ た 緊 締 用 紐 を 跨 い で 又 は 潜 っ て 折 り 返 し 、 シ ュ ー ズ の 足 甲 部 前 方
で 緊 締 可 能 に す る こ と に よ り 、 踵 部 か ら 土 踏 ま ず 部 分 に 掛 け て の フ ィ ッ ト 性 、 踵 の 保 持 性
・ フ ィ ッ ト 性 の 調 整 及 び 、 多 少 の サ イ ズ 感 の 調 整 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
よ り 具 体 的 な 緊 締 の 位 置 は 、 趾 股 部 の 付 根 位 置 に 相 当 す る 位 置 、 内 甲 側 の 下 側 周 縁 部 に お
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い て は 母 趾 球 部 近 傍 位 置 か ら 踵 骨 の 土 踏 ま ず 寄 り の 位 置 に 相 当 す る 位 置 、 外 甲 側 の 下 側 周
縁 部 に お い て は 小 趾 球 部 近 傍 位 置 か ら 踵 骨 土 踏 ま ず 寄 り の 位 置 に 相 当 す る 位 置 に 、 踵 部 に
お い て は 踵 骨 の 外 側 突 起 上 部 位 置 近 傍 に 相 当 す る 位 置 に 、 履 き 口 部 に お い て は 装 着 後 に 踝
を 包 む よ う な 位 置 に 相 当 す る 位 置 に 配 置 さ れ 請 求 項 １ に 記 載 す る 紐 に よ る 緊 締 手 段 に よ り
、 足 全 体 を 包 む よ う に 緊 締 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
通 常 、 靴 の 甲 部 の み の 緊 締 手 段 で は 踵 部 の フ イ ッ ト 感 は 得 ら れ な い が 、 本 発 明 の 如 く 紐 に
よ る 緊 締 手 段 に お い て 、 緊 締 位 置 が 踵 部 と 踵 骨 の 土 踏 ま ず 寄 り の 位 置 と 足 甲 部 と を 含 む こ
と に よ り 踵 部 の フ イ ッ ト 性 の 調 整 と と も に 踵 の 保 持 性 が 得 ら れ る 。 。
【 ０ ０ １ ５ 】
又 、 紐 に よ る 緊 締 手 段 に お い て 、 緊 締 位 置 が 二 股 部 の 付 根 部 と 踵 部 と を 含 む こ と に よ り 多
少 の サ イ ズ 感 の 調 整 が 可 能 と な る 。
又 、 緊 締 用 紐 が 踵 部 か ら 履 き 口 を 通 り 、 シ ュ ー ズ の 足 甲 部 で 交 差 し 、 甲 部 両 側 面 の 相 手 側
の 下 側 周 縁 部 を 通 っ た 緊 締 用 紐 を 跨 い で 又 は 潜 っ て 折 り 返 し 、 シ ュ ー ズ の 足 甲 部 前 方 で 緊
締 可 能 に な る こ と に よ り 、 土 踏 ま ず 部 分 と 足 甲 部 が 一 緒 に 縛 ら れ た 状 態 の 緊 締 と な り フ イ
ッ ト 性 が 高 ま る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
又 、 緊 締 の 基 点 と な る 趾 股 部 の 二 股 の 付 根 部 分 と 緊 締 最 終 点 の 足 甲 部 と は 緊 締 手 段 に よ り
直 接 拘 束 し て い な い の で 、 足 甲 部 分 の 自 由 な 運 動 が 行 え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
甲 部 の 甲 被 構 造 に お い て 、 い わ ゆ る 舌 片 が 無 く 、 甲 被 が 足 甲 部 前 方 で 二 分 割 を 成 し 、 分 割
部 の 甲 被 は 内 側 部 か ら 外 側 部 に 向 か っ て 突 出 す る 内 甲 側 の 甲 被 突 出 部 と 、 外 側 部 か ら 内 側
部 に 向 か っ て 突 出 す る 外 甲 側 の 甲 被 突 出 部 と を 有 し 、 内 甲 側 の 甲 被 突 出 部 は 足 首 を く る む
よ う に 配 置 さ れ 、 そ の 上 に 外 甲 側 の 甲 被 突 出 部 を 重 ね る こ と に よ り 、 着 用 者 の 足 の 甲 高 さ
、 足 の 幅 広 さ 等 に 応 じ て 重 ね た 甲 被 突 出 部 が 個 々 に 移 動 し 最 適 の フ イ ッ ト 感 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
運 動 用 シ ュ ー ズ は 足 の 動 き に 対 し て 順 応 性 を 有 し て お く 必 要 が あ る 。 走 行 時 、 足 は ロ ー リ
ン グ を 起 こ す 。 走 行 に お い て 、 運 動 用 シ ュ ー ズ は 地 面 に 対 し 通 常 約 ６ 度 ～ １ ２ 度 の 角 度 で
外 側 か ら 接 す る 。 そ の 後 重 心 の 作 用 点 は 母 趾 球 近 傍 に 進 み 蹴 り 出 し が 行 な わ れ る 。
こ の 足 の 動 き に 柔 軟 に 対 応 し 、 し か も シ ュ ー ズ の 緊 締 は 確 実 に お こ な う 必 要 が あ る 。 そ の
た め に 、 緊 締 用 紐 が 適 度 の 伸 縮 性 を 有 す る 紐 で あ る こ と が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
緊 締 用 紐 と し て は 、 人 工 繊 維 の 編 物 か ら な り 、 ５ ｋ ｇ 荷 重 に 対 し ２ ０ ％ ～ ４ ０ ％ 、 好 ま し
く は ２ ５ ％ ～ ３ ５ ％ の 伸 び を 有 す る 紐 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る シ ュ ー ズ 本 体 の 緊 締 手 段 を 示 す 側 面 か ら の 外 観 図 で あ る 。
図 ２ は 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る シ ュ ー ズ 本 体 の 構 造 及 び 緊 締 手 段 を 示 す を 正 面 か ら の 鳥 瞰 図
で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 は 、 靴 底 （ ２ ） か ら 甲 部 （ ３ ） に か け て 第 一 足 趾 と そ の 他 の 足 趾 と の 間 の 趾 股 部 （
４ ） を 形 成 す る シ ュ ー ズ （ １ ） で あ っ て 趾 股 部 （ ４ ） の 付 根 、 甲 部 両 側 面 の 下 側 周 縁 部 、
踵 部 及 び 履 き 口 部 そ れ ぞ れ に 緊 締 用 紐 通 し 部 材 （ ６ ） が 配 置 さ れ 、 緊 締 用 紐 （ ７ ） が 趾 股
部 （ ４ ） の 付 根 に 配 置 さ れ た 紐 通 し 部 材 （ ６ ａ ） を 基 点 と し て 、 甲 部 両 側 面 の 下 側 周 縁 部
に 間 隔 を 隔 て て 配 置 さ れ た 紐 通 し 部 材 （ ６ ｂ ） を 通 り 、 更 に 踵 部 に 配 置 さ れ た 紐 通 し 部 材
（ ６ ｃ ） を 通 り 交 差 し 、 更 に 履 き 口 部 に 間 隔 を 隔 て て 配 置 さ れ た 紐 通 し 部 材 （ ６ ｄ ） を 通
り 、 シ ュ ー ズ （ １ ） の 足 甲 部 で 交 差 し 、 甲 部 両 側 面 の 相 手 側 の 下 側 周 縁 部 を 通 っ た 緊 締 用
紐 （ ７ ） を 跨 い で 又 は 潜 っ て 折 り 返 し 、 シ ュ ー ズ （ １ ） の 足 甲 部 前 方 で 緊 締 可 能 に な っ て
い る こ と を 特 徴 と す る シ ュ ー ズ （ １ ） で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
靴 底 （ ２ ） は ア ウ ト ソ ー ル と ミ ッ ド ソ ー ル か ら な り 、 ア ウ ト ソ ー ル の 踵 接 地 底 部 と 母 趾 球
近 傍 の 踏 み 付 け 底 部 と が 耐 摩 耗 性 の あ る 充 実 ゴ ム と し 、 そ の 接 地 部 以 外 の 底 部 品 は エ ラ ス
ト マ ー の 発 泡 体 と し た 。
ア ウ ト ソ ー ル の 踵 接 地 底 部 と 母 趾 球 近 傍 の 踏 み 付 け 接 地 部 に は 、 耐 摩 耗 性 の 硬 さ （ Ｊ Ｉ Ｓ
　 Ｋ ６ ２ ５ ３ の Ａ タ イ プ ） ６ ０ ～ ７ ５ 度 の 弾 性 を 有 す る 厚 み ４ ｍ ｍ の ゴ ム 底 部 品 を 準 備 し
た 。
又 、 前 記 踵 接 地 底 部 と 母 趾 球 近 傍 の 踏 み 付 け 接 地 部 以 外 の 底 部 品 に は 、 比 重 ０ ． ６ ５ ， 硬
さ （ Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｋ ６ ２ ５ ３ の Ｅ タ イ プ ） ７ ０ 度 の ス チ レ ン － ブ タ ジ エ ン ゴ ム の よ う な エ ラ ス
ト マ ー の 発 泡 体 を 使 用 し た 。
ミ ッ ド ソ ー ル に は 、 比 重 ０ ． ３ ５ ， 硬 さ （ Ｊ Ｉ Ｓ Ｋ ６ ２ ５ ３ の Ｅ タ イ プ ） ６ ０ 度 の Ｅ Ｖ Ａ
ス ポ ン ジ を 使 用 し た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
甲 部 （ ３ ） の 部 材 と し て は 、 軽 さ 及 び 通 気 性 を 考 慮 し ナ イ ロ ン 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ビ ニ ロ ン
等 の 合 成 繊 維 を 用 い た ダ ブ ル ラ ッ セ ル 編 み や 、 ラ ッ セ ル 編 み か ら 成 る 表 生 地 の 裏 面 に ウ レ
タ ン 発 泡 体 の 薄 板 を 貼 着 し た も の 等 を 任 意 に 実 施 可 能 で あ る 。 但 し 、 紐 通 し 部 材 （ ６ ） を
縫 着 固 定 す る 部 分 は 、 強 度 の 強 い 布 帛 を 用 い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
紐 通 し 部 材 （ ６ ） に は 緊 締 用 紐 （ ７ ） が 挿 通 し て い る 。 紐 通 し 部 材 （ ６ ） と し て は 、 強 度
の 強 い 布 帛 を リ ン グ 状 に し て 端 部 を 縫 着 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
緊 締 用 紐 （ ７ ） の 紐 通 し 部 材 （ ６ ） の 位 置 を 、 足 全 体 を 包 む ポ イ ン ト と な る 趾 股 部 の 付 根
位 置 、 内 甲 側 の 下 側 周 縁 部 に お い て は 母 趾 球 部 近 傍 位 置 か ら 踵 骨 の 土 踏 ま ず 寄 り の 位 置 、
外 甲 側 の 下 側 周 縁 部 に お い て は 小 趾 球 部 近 傍 位 置 か ら 踵 骨 土 踏 ま ず 寄 り の 位 置 に 相 当 す る
位 置 に 、 踵 部 に お い て は 踵 骨 の 外 側 突 起 上 部 位 置 近 傍 に 相 当 す る 位 置 に 、 履 き 口 部 に お い
て は 装 着 後 に 踝 を 包 む よ う な 位 置 に 相 当 す る 位 置 に 配 置 し 、 請 求 項 １ に 記 載 の 緊 締 手 順 で
緊 締 用 紐 （ ７ ） を 締 付 け る こ と に よ り 、 着 用 者 の 足 の 側 に シ ュ ー ズ 全 体 が 引 き 寄 せ ら れ る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
甲 部 （ ３ ） の 甲 被 構 造 に お い て 、 趾 股 部 （ ４ ） の 付 根 か ら 中 足 骨 近 傍 迄 の 部 分 （ ５ ） は 甲
被 が 縫 合 一 体 と 成 っ て い る が そ の 位 置 か ら 履 き 口 に 向 か っ て 二 分 割 を 成 し 、 分 割 部 の 甲 被
は 内 側 部 か ら 外 側 部 に 向 か っ て 突 出 す る 内 甲 側 の 甲 被 突 出 部 （ ８ ） と 、 外 側 部 か ら 内 側 部
に 向 か っ て 突 出 す る 外 甲 側 の 甲 被 突 出 部 （ ９ ） と を 有 し 、 内 甲 側 の 甲 被 突 出 部 （ ８ ） は 足
首 を く る む よ う に 配 置 さ れ 、 そ の 上 に 外 甲 側 の 甲 被 突 出 部 （ ９ ） を 重 ね る こ と を 特 徴 と す
る 甲 被 構 造 と し た 。
こ の 構 造 に よ り 、 足 の 甲 高 さ 、 足 の 幅 広 さ 等 に 応 じ て 重 ね た 甲 被 突 出 部 が 個 々 に 移 動 し 最
適 の フ イ ッ ト 感 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
足 挿 入 時 に 内 甲 側 の 甲 被 突 出 部 （ ８ ） を シ ュ ー ズ の 奥 に 押 し 込 ま な い よ う に 内 甲 側 の 甲 被
突 出 部 （ ８ ） の 端 部 を 伸 縮 性 の あ る 帯 で 中 底 に 係 止 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
緊 締 用 紐 （ ７ ） を 引 張 り 、 足 全 体 を 縛 り 付 け る 様 に 緊 締 を 行 な う が 、 緊 締 用 紐 （ ７ ） が 全
く 伸 び を 有 し な い 場 合 、 走 行 時 の 足 の 運 動 が 拘 束 を 受 け る 。 又 、 逆 に 伸 び が 有 り す ぎ る と
緊 締 の 機 能 を な さ な い 。
そ の 為 、 　 緊 締 用 紐 （ ７ ） は 適 度 の 伸 縮 性 を 有 す る 強 度 の あ る 紐 の 必 要 が あ る 。 本 実 施 の
形 態 に お い て は ポ リ エ ス テ ル の 編 物 を 用 い た 。 伸 び は ５ ｋ ｇ 荷 重 時 に ２ ５ ％ を 示 し た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 発 明 に よ り 、 足 の 親 指 の 踏 み 込 み 力 が 発 揮 さ れ 、 踵 部 か ら 土 踏 ま ず 部 分 に 掛 け て の フ ィ
ッ ト 性 と 安 定 性 に 優 れ 、 踵 の 保 持 性 ・ フ ィ ッ ト 性 の 調 整 及 び 、 多 少 の サ イ ズ 感 の 調 整 が 可
能 な シ ュ ー ズ が 得 ら れ た 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
通 常 、 靴 の 甲 部 の み の 緊 締 手 段 で は 踵 部 の フ イ ッ ト 感 は 得 ら れ な い が 、 本 発 明 の 如 く 紐 に
よ る 緊 締 手 段 に お い て 、 緊 締 位 置 が 踵 部 と 踵 骨 の 土 踏 ま ず 寄 り の 位 置 と 足 甲 部 と を 含 む こ
と に よ り 踵 部 の フ イ ッ ト 性 の 調 整 と と も に 踵 の 保 持 性 が 得 ら れ る 。 又 、 紐 に よ る 緊 締 手 段
に お い て 、 緊 締 位 置 が 二 股 部 の 付 け 根 部 と 踵 部 と を 含 む こ と に よ り 多 少 の サ イ ズ 感 の 調 整
も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
緊 締 用 紐 が 踵 部 か ら 履 き 口 を 通 り 、 シ ュ ー ズ の 足 甲 部 で 交 差 し 、 甲 部 両 側 面 の 相 手 側 の 下
側 周 縁 部 を 通 っ た 緊 締 用 紐 を 跨 い で 又 は 潜 っ て 折 り 返 し 、 シ ュ ー ズ の 足 甲 部 前 方 で 緊 締 可
能 に な る こ と に よ り 、 土 踏 ま ず 部 分 と 足 甲 部 が 一 緒 に 縛 ら れ た 状 態 の 緊 締 と な り フ イ ッ ト
性 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
甲 部 の 甲 被 構 造 に お い て 、 い わ ゆ る 舌 片 が 無 く 、 甲 被 が 足 甲 部 前 方 で 二 分 割 を 成 し 、 分 割
部 の 甲 被 は 内 側 部 か ら 外 側 部 に 向 か っ て 突 出 す る 内 甲 側 の 甲 被 突 出 部 と 、 外 側 部 か ら 内 側
部 に 向 か っ て 突 出 す る 外 甲 側 の 甲 被 突 出 部 と を 有 し 、 内 甲 側 の 甲 被 突 出 部 は 足 首 を く る む
よ う に 配 置 さ れ 、 そ の 上 に 外 甲 側 の 甲 被 突 出 部 を 重 ね る こ と に よ り 、 着 用 者 の 足 の 甲 高 さ
、 足 の 幅 広 さ 等 に 応 じ て 重 ね た 甲 被 突 出 部 が 個 々 に 移 動 し 最 適 の フ イ ッ ト 感 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 実 施 の 形 態 に 係 る シ ュ ー ズ 本 体 の 緊 締 手 段 を 示 す 側 面 か ら の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 の 形 態 に 係 る シ ュ ー ズ 本 体 の 構 造 及 び 緊 締 手 段 を 示 す を 正 面 か ら の 鳥 瞰 図
で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 シ ュ ー ズ
２ 　 靴 底
３ 　 甲 部
４ 　 趾 股 部
５ 　 趾 股 部 の 付 根 位 置 か ら 中 足 骨 近 傍 迄 の 部 分
６ 　 紐 通 し 部 材
６ ａ 　 紐 通 し 部 材
６ ｂ 　 紐 通 し 部 材
６ ｃ 　 紐 通 し 部 材
６ ｄ 　 紐 通 し 部 材
７ 　 緊 締 用 紐
８ 　 内 甲 側 の 甲 被 突 出 部
９ 　 外 甲 側 の 甲 被 突 出 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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